
金
部
古
蹴
志
巻
十
・四

僅
ヂ
な
り
し
か
ど
・
後
追
L
K

諸
組
附
の
組
地
と
成
り
、
今
の
如
く
成

り
た
り
。
此
の
地
越
は
背
は
法
嶋
村
の
河
原
た
り
し
と
い
へ
り
。

O
早
道
強
足
之
侮
話

三
登
記
K
云
ム
o
段
長
十
五
年
の
頃
‘
中
納
言
利
長
卿
越
中
高
岡
に

在
披
し
給
ひ
、
小
姓
組
長
田
牛
之
助
方
医
尾
張
牢
人
石
原
手
筋
之
助

と
云
ふ
者
を
抱
え
位
け
る
よ
し
削
召
さ
れ
、

彼
者
早
々
取
っ
て
出
せ

と
、
牛
之
助

へ
仰
せ
波
さ
れ
け
り
。
牛
之
助
左
様
の
牢
人
は
手
前
に

居
申
さ
宇
，
。
共
上
抱
え
置
き
て
も
捕
へ
て
出
す
と
申
武
士
は
有
間
数

と
取
合
は
宇
。
彼
手
筋
之
幼
に
は
路
銀
を
と
ら
せ
、
上
方
へ
訟
と
し

け
り
。
酔
戸
部
隠
れ
た
け
れ
ば
、

早
道
の
者
姻
作
兵
術
に
彼
者
の
男
振
・

衣
類
・
刀
脇
差
等
党
牲
に
し
て
相
波
し
‘
大
型
寺
の

近
藤
大
和
方
へ

被
ν
治
け
り
。
作
兵
衛
高
岡
を
四
つ
時
分
K
出
で
、
八
つ
時
過
ぎ
に
大

重
寺
へ
参
渚
し
、
大
和
に
磐
欣
を
渡
す
。
大
和
は
甲
斐
守
の
父
陀
て
、

大
盗
寺
の
所
司
代
怠
れ
ば
‘
取
り
も
欣
宇
口
比
趨
十
四
五
人
を
拠
出

し
、
大
翠
寺
の
刷
所
に
隠
し
置
宮
、
今
や
/
¥
と
待
ち
け
る
践
に
、

翌
朝
彼
手
筋
之
助
閥
所
へ
来
る
。
手
筋
之
助
と
見
る
よ
り
も
関
門
主

審
ぎ
け
れ
ば
・
手
筋
之
助
永
正
一
肺
定
の
刀
を
抜
き
て
切
む
す
ぷ
O

M
m

れ
ど
も
絡
に
首
を
と
ら
れ
、
使
者

E
添
へ
て
彼
首
を
ば
高
岡
へ
指
上

に
京
都
へ
晶
画P
り
け
り
。
如
v
斯
す
る
事
毎
度
な
り
。
凡
一
日
に
六
十
皐

を
容
易
〈
歩
行
す
と
也
。
叉
林
藤
太
夫
と
言
ム
者
、
岩
品
加
を
一官
立
に

し
て
渡
り
奉
公
を
す
。
後
に
備
前
岡
山
の
領
主
松
平
新
太
郎
被
v
抱
.

百
石
を
賜
は
り
た
り
。
克
岩
飛
を
言
立
に
す
と
い
へ
ど
も
、
平
生

の
平
使
等
は
別
袷
あ
る
べ
し
。

何
と
か
大
切
の

剤
事
有
ν
之
時
可
"
一相

勤
-
回
目
粂
約
す
。
或
年
新
太
郎
殿
子
息
大
病
に
付
、
京
都
の
回
国
師
を
被
一
-

呼
下
-
使
を
被
=
申
付
-
た
り
。
藤
太
夫
朝
五
つ
時

K
登
城
し
、
渡
所
に

て
食
餌
を
調
へ

、
飛
脚
街
を
頭
陀
懸
け、

草
粧
を
は
き
、
笠
を
胸
K

訪
て
出
で
た
り
。
金
-R

言
立

τな
り
と
い
へ
ど
も
・
前
一
巡
舎
の
時

は
如
何
と
有
り
て
、
早
道
の
者
を
雨
人
被
a
相
添
↓
勝
太
夫
見
て
、
二

人
の
者
随
分
つ
ど
き
候
へ
と
云
う
て
、
歩
行
す
る
事
烏
の
部
品
ぷ
が
如

し
。
拾
町
の
内
に
し
て

二
人
の
者
は
必
く
れ
ぬ
。
一
勝
太
夫
は
共
固
い

ま
だ
暮
れ
ざ
る
内
に
播
州
の
武
庫
川
陀
指
し
、
一
宿
し
て
努
を
休

め
、
翠
日
京
都
へ
渚
し
、
右
之
用
事
を
建
し‘

共
日
之
内
K
叉
武
郎

川
へ
来
り
一

宿
し、

三
日
闘
に
岡
山
へ
賜
る
。

凡
二
百
畏
の
道
程
也
。

勝
太
夫
常
の
諺
K
、
天
下
に
山
聞
と
一
宮
ふ
事
は
た
き
も
の
な
り
。
闘
守

の
あ
は
や
と
い
ム
内
氏
、

影
を
も
と
い
ゐ
め
宇
と
ぞ
o
右
等
の
早
道
強

足
は
古
今
無
双
の
都
忙
て
、
世
に
珍
敷
早
道
と
い
ふ
べ
し
。
放
に
今

金
津
古
政
志
巻
十
四

四
O 

げ
-A

る
と
。
叉
微
妙
公
夜
話
鋒
に
云
ふ
。
利
常
卿
小
松
広
御
座
被
ν
成

頃
、
江
戸
よ
り
九
百
御
用
有
り
て
・
早
飛
脚
足
扱
四
人

K
て
参
茄
す
。

共
段
御
鴻
に
建
し
け
る
に
、
共
飛
仰
は
何
方
に
居
る
か
と
御
静
也
。

御
玄
山
間
前
K
罷
在
石
曲
言
上
す
れ
ば
、
飛
脚
の
者
共
早
々
捌
取
っ

て、

合
所
の
部
屋

へ
入
れ
て
、

般
敷
縮
可
=
申
付
-
旨
被
i

一仰
出
-
け
り
。

い
か
w
h

の
罪
科
医
候
哉
と
人
々
由
・居
る
由
畑
、

一
時
許
過
ぎ
、
先
刻
の

飛
脚
足
紐
共
定
め
て
答
肢
に
可
ν
有
v
之
・
湯
前
給
べ
さ
せ
候
ゃ
う
被
s

仰
出
一
則
被
v
下
け
り
。
現
方
に
成
り
、
如
何
の
鉢
に
て
部
在
哉
之
旨

御
帯
ね
忙
付
、
草
臥
候
哉
た
わ
い
な
く
ふ
せ
り
、
唯
今
目
覚
し
罷
有

由
言
上
す
。
然
ら
ば
細
を
と
き
候
や
う
に
と
被
一-仰
付
立
丹
後
御
意
被
v

遊
.
恕

h
M

円十く
参
り
た
り
。
震
貧
成
奴
ど
も
也
。
甚
だ
精
を
採
み
た

る
も
の
‘
安
堵
し
て
は
死
す
る
も
の
也
。
放
に
態
と
右
の
如
く
申
付

け
た
る
也
。
最
早
く
る
し
か
ら
十
。
会
主
筋
ν
給
返
し
て
気
v
休
可
v
申

と
被
ロ仰
出
一

銀
子
三
枚
宛
賜
は
り
け
り
。
不
a
存
寄
v

俄
と
皆
-H

悦
び

m
岨
飾
り
け
り
と
ぞ
。
按
守
る
に
、
早
道
強
足
の
仰
話
は
此
の
外
に
も

あ
る
べ
け
れ
ど
.
懐
惑
夜
穏
に
、
馬
廻
組
様
岡
兵
裁
の
先
組
三
右
衛

門
は
、

加
…一-比
類
-
岩
乗
者
な
り
。
瑞
慌
公
在
京
し
給
ム
頃
、

三
番
の
直

訴
を
勤
め
た
り
。
そ
の
問
非
番
目
は
金
部
へ
腕
り
‘
又
衣
の
番
目
前

ヘ
-im軒

i!日
‘

1
8・

此
包
よ
ソ
a
4
ぐ
幸
B

つ
吋

7
器
保
之
円
引
の

i
z党
間
帯
之
晴
生

O
早
道
飛
脚
足
軽
規
則
一

奮
務
中
は
平
遊
飛
脚
に
「
早
飛
脚
・
中
飛
脚
・常
飛
脚
と
て
、
刻
限
日

一

数
の
定
め
あ
り
て

、
瓦
事
・冬
季
に
よ
り
路
銀
の
渡
し
方
・
褒
美
の
差

一

あ
り
。

十
二
伽
定
住
制
事
保
同
部
に
史
容
を
載
せ
た
り
o
w
尚
治
二
年

一

六
月
の
定
舎
に
云
ふ

o
E
戸

へ
早
飛
脚
、
夏
五
目
、
各
六
日
二
時
、

一

此
刻
限
よ
り
平
〈
参
忍
候
は

r
，
ロ
聞
に
よ
り
御
褒
美
被
v
下
、
週
き
も

一

の
は
路
銀
之
内
治
|
当
列
刷
倒
叶
同
制
刻
州
側
、
夏
十
目
、
各

十

二

日
、
此
日
限
よ
り
週
〈
参
り
候
は
ピ
、
路
銀
之
内
会
さ
へ
可
v
申
、
不
叶
一

断
有
ν
之
候
は
ピ
各
別
之
事
。
京
ね
平
飛
脚
、
夏
二
日
三
時
、b
b
r

一一一目、

一

此
刻
限
よ
り
平
〈
参
着
候
は
ど

、
品
K
よ
り
御
褒
美
被
ν
下
・
遜
き
も

一

愛
に
記
載
す
。

の
は
路
銀
之
内
公
さ
へ
可
ν
申
。
常
之
飛
脚、

友
五
目、

各
六
目
、
此

日
限
よ
り
漣
く
会
候
は
w
h

、
路
銀
之
内
沿
さ

へ
可
v
申
。
越
中
撹
h
早

飛
脚
.
友
一
日
三
時
、
冬

一
日
五
時
た
る
べ
吉
事。

と
あ
り
。
叉
金

器
削
場
格
帳
陀
‘
高
治
二
年
御
定
。
江
戸
ね
早
飛
脚
、
月
朔
日
よ

り
八
月
晦
日
ま
で
六
十
時
、
九
月
朔
日
よ
り
二
月
晦
日
ま
で
七
十
四

時
之
事
。
江
戸
ι日
中
飛
脚
.
三
月
朔
日
よ
り
八
月
晦
日
ま
で
八
十
四

時
、
九
月
朔
日
よ
り
二
月
晦
日
ま
で
百
八
時
之
事
。
京
都
h
早
飛
脚
、

四




